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は
じ
め
に

本
稿
の
課
題
は
、
両
大
戦
間
期
の
石
灰
石
需
要
の
動
向
、
特
に
北
部
九
州
地
域
に

お
け
る
特
質
を
、
福
岡
県
に
存
在
し
た
石
灰
石
採
掘
企
業
で
あ
る
九
州
産
業
鉄
道
の

石
灰
石
販
売
を
事
例
と
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

石
灰
石
は
重
化
学
工
業
に
お
い
て
主
原
料
（
セ
メ
ン
ト
業
・
カ
ー
バ
イ
ド
工
業
）、

副
原
料
（
鉄
鋼
業
・
ソ
ー
ダ
工
業
等
）
と
し
て
の
広
範
な
用
途
を
有
し
、
こ
れ
ら
の

産
業
に
お
け
る
基
礎
資
源
で
あ
る
。
ま
た
、
鉱
量
・
鉱
床
分
布
と
も
に
豊
富
で
日
本

国
内
で
自
給
可
能
な
資
源
で
あ
る
こ
と
が
特
色
で
あ
る
。
セ
メ
ン
ト
業
な
ど
主
原
料

と
す
る
産
業
に
お
い
て
は
、
比
較
的
早
期
に
調
達
費
削
減
の
た
め
原
料
立
地
型
の
工

場
が
主
と
な
り
、
外
部
調
達
を
必
要
と
し
な
い
自
給
自
足
的
な
調
達
方
法
へ
と
変
化

し
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
、
従
来
の
研
究
で
は
経
費
節
減
に
よ
る
合
理
化
問
題
の
側

面
か
ら
、
自
社
採
掘
場
に
お
け
る
機
械
化
の
進
展
や
採
掘
請
負
制
度
の
変
容
な
ど
に

つ
い
て
触
れ
ら
れ
る
程
度
で
あ
り
、
外
部
の
石
灰
石
採
掘
業
者
は
採
掘
請
負
人
と
し

て
取
り
込
ま
れ
る
か
供
給
者
と
し
て
の
役
割
を
失
う
か
の
何
れ
か
で
あ
っ
た
と
結
論

づ
け
ら
れ
て
い
る（

1
（

。
副
原
料
と
し
て
も
、
戦
前
期
に
そ
の
調
達
が
課
題
と
し
て
表
出

す
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る（

（
（

。
例
え
ば
、
鉄
鋼
業
史
に
お
け
る
原
料
に
つ
い

て
の
文
脈
を
み
る
と
、「
銑
鉄
部
門
に
お
け
る
主
要
原
料
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
鉄
鉱

石
、
コ
ー
ク
ス
、
石
灰
石
で
あ
る
」
と
、
石
灰
石
に
つ
い
て
言
及
し
つ
つ
も
「
日
本

国
内
各
地
に
産
出
し
価
格
も
低
廉
だ
っ
た
か
ら
検
討
す
べ
き
問
題
は
な
」
か
っ
た
と

等
閑
に
付
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

ま
た
、
供
給
側
と
な
っ
た
地
方
の
石
灰
業
に
関
す
る
研
究
も
技
術
史
的
側
面（

（
（

や
地

域
産
業
的
な
側
面（

（
（

に
焦
点
を
当
て
た
も
の
が
多
く
、
重
化
学
工
業
と
の
関
係
に
つ
い

て
積
極
的
に
検
討
を
行
っ
た
も
の
は
管
見
の
限
り
な
か
っ
た（

（
（

。
ま
た
、
近
世
期
か
ら

の
主
要
産
地（

（
（

が
主
な
分
析
対
象
と
な
っ
て
お
り
近
代
以
降
の
新
興
産
地
に
関
し
て
は

分
析
の
余
地
が
あ
る
。

重
化
学
工
業
に
対
す
る
石
灰
石
の
供
給
に
関
し
積
極
的
な
分
析
を
は
か
ろ
う
と
す

る
研
究
は
近
年
ま
で
先
に
述
べ
た
よ
う
に
殆
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
セ
メ
ン
ト
業

に
お
け
る
原
料
調
達
問
題
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
た
渡
邉
恵
一
の
研
究（

（
（

は
、
地
方
の

石
灰
石
採
掘
企
業
を
直
接
の
分
析
対
象
と
し
た
研
究
で
は
な
い
が
、
近
代
産
業
と
の

【
論
説
】
両
大
戦
間
期
北
部
九
州
に
お
け
る
石
灰
石
需
要
の
特
質都

留

慎

司

―
九
州
産
業
鉄
道
の
石
灰
石
販
売
を
事
例
と
し
て
―
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関
係
か
ら
検
討
を
行
っ
た
点
で
画
期
的
な
研
究
と
い
え
る
。
渡
邉
は
浅
野
セ
メ
ン
ト

の
関
東
地
方
に
お
け
る
資
源
調
達
問
題
に
関
す
る
事
例
研
究
の
中
で
、
外
部
調
達
先

と
し
て
地
方
の
石
灰
石
採
掘
企
業
を
対
象
と
し
、
殖
産
興
業
政
策
期
か
ら
昭
和
恐
慌

期
ま
で
の
セ
メ
ン
ト
業
の
原
料
調
達
問
題
に
お
け
る
中
小
の
石
灰
専
業
企
業
と
の
関

係
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
、
地
方
企
業
と
セ
メ
ン
ト
業
と
が
、
産
業

革
命
期
に
は
一
種
「
共
存
共
栄
」
的
な
繁
栄
を
遂
げ
て
い
た
も
の
が
、
第
一
次
大
戦

後
に
は
セ
メ
ン
ト
業
の
資
源
調
達
の
方
針
転
換
に
よ
り
需
要
側
優
位
の
関
係
に
変
容

し
た
と
結
論
付
け
て
い
る
。

渡
邉
の
示
し
た
結
論
は
、
セ
メ
ン
ト
業
の
様
な
石
灰
石
を
主
原
料
と
す
る
産
業
と

の
関
係
に
お
い
て
は
一
種
の
帰
結
点
と
い
え
る
。
し
か
し
、
高
村
直
助
に
よ
る
同
著

の
書
評
に
あ
る
よ
う
に
、「
産
業
に
見
捨
て
ら
れ
た
地
方
鉄
道
は
、
具
体
的
に
何
ら
か

経
営
打
開
の
方
策
を
講
じ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
国
鉄
に
よ
る
買
収
を
待
つ
だ
け
の
存

在
に
な
っ
た
の
か（

（
（

」
と
い
う
点
に
関
し
て
は
考
察
の
余
地
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
石

灰
石
の
商
品
と
し
て
の
特
性（
（1
（

を
考
慮
す
る
と
、
地
方
の
石
灰
石
採
掘
企
業
が
セ
メ
ン

ト
業
以
外
の
産
業
と
関
係
を
構
築
し
得
た
の
か
否
か
は
、
そ
の
地
域
に
立
地
し
た
産

業
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
先
行
研
究
と
問
題
意
識
を
踏
ま
え
、
筆
者
は
か
つ
て
国
有
鉄
道
網
に
お
け

る
一
九
三
〇
年
代
の
石
灰
石
の
輸
送
動
向
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た（
（（
（

。
そ
こ
で
導
き

出
さ
れ
た
の
は
、
戦
間
期
の
北
部
九
州
に
お
け
る
鉄
鋼
業
・
ソ
ー
ダ
工
業
向
け
石
灰

石
輸
送
量
が
次
第
に
セ
メ
ン
ト
業
・
カ
ー
バ
イ
ド
業
な
ど
石
灰
石
を
主
原
料
と
す
る

産
業
向
け
の
輸
送
量
を
凌
駕
し
、
国
有
鉄
道
網
に
お
け
る
石
灰
石
輸
送
の
中
心
を
な

し
た
姿
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
そ
の
中
で
石
灰
石
供
給
の
要
と
な
っ
て
い
た
の
が
、

本
稿
で
分
析
対
象
と
す
る
九
州
産
業
鉄
道
（
以
下
、
九
産
鉄
と
略
記（
（1
（

）
で
あ
っ
た
。

九
産
鉄
は
古
く
は
森
川
英
正
氏
に
よ
る
地
方
財
閥
研
究（
（1
（

に
始
ま
り
、
近
年
に
お
け
る

も
の
と
し
て
は
新
鞍
拓
生
氏
に
よ
る
麻
生
太
吉
の
企
業
者
活
動
研
究
な
ど
の
た
め
分
析

対
象
と
さ
れ
て
き
た（
（1
（

。
森
川
氏
の
研
究
は
あ
く
ま
で
社
史
に
依
拠
し
た
記
述
に
留
ま
る

が
、
新
鞍
氏
は
「
麻
生
家
文
書
」
の
分
析
を
通
じ
て
経
営
・
資
金
・
お
よ
び
人
材
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
実
証
的
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
八
幡
製
鐡

所
（
鉄
鋼
業
）
へ
の
石
灰
石
販
売
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

他
納
入
先
、
特
に
旭
硝
子
（
ソ
ー
ダ
工
業
）
向
け
販
売
に
関
し
て
は
社
史
の
引
用
に
留

ま
っ
て
い
る
。
前
述
の
石
灰
石
輸
送
の
傾
向
か
ら
考
え
る
に
、
九
産
鉄
の
石
灰
石
販
売

の
動
向
、
ひ
い
て
は
北
部
九
州
地
域
の
石
灰
石
需
要
の
特
質
は
、
ソ
ー
ダ
工
業
等
を
含

め
て
包
括
的
に
分
析
し
な
け
れ
ば
全
貌
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

と
り
わ
け
、
九
産
鉄
の
石
灰
石
山
は
戦
後
ま
も
な
く
の
一
九
四
六
年
に
お
い
て
、

月
産
一
〇
万
ト
ン
以
上
と
、
他
の
大
規
模
石
灰
石
山
が
月
産
一
～
二
万
ト
ン
程
度
で

あ
っ
た
の
に
対
し
群
を
抜
く
生
産
量
を
達
成
し
て
い
た（
（1
（

。
こ
れ
は
、
浅
野
セ
メ
ン
ト

や
小
野
田
セ
メ
ン
ト
な
ど
大
手
セ
メ
ン
ト
企
業
を
差
し
置
い
て
、
地
方
の
一
セ
メ
ン

ト
企
業
と
し
て
は
破
格
の
生
産
量
で
あ
り
、
単
純
に
セ
メ
ン
ト
生
産
の
み
で
こ
の
数

値
が
達
成
さ
れ
た
と
考
え
る
の
は
不
自
然
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
九
産
鉄
の
石
灰

石
販
売
動
向
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
九
産
鉄
の
立
地
し
た
北
部
九
州
地
域
の
石
灰
石

需
要
の
特
質
を
示
す
こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
記
録
資
料
館
産
業
経
済
資
料
部
門
寄
託
「
麻

生
家
文
書
」
所
収
の
九
産
鉄
の
帳
簿
資
料
を
用
い
て
分
析
を
お
こ
な
う
。
一
次
資
料

は
、
特
に
出
典
の
明
記
の
な
い
限
り
「
麻
生
家
文
書
」
で
あ
る
。
な
お
、「
麻
生
家
文

書
」
中
の
九
産
鉄
関
係
資
料
は
麻
生
が
社
長
に
就
任
し
経
営
陣
が
交
代
し
た
一
九
二

二
年
を
境
に
整
理
方
法
が
変
化
し
て
お
り
、
一
貫
し
た
数
値
の
把
握
は
一
九
二
三
年

頃
よ
り
可
能
と
な
る
。
一
方
、
帳
簿
が
主
と
な
り
販
売
活
動
な
ど
を
具
体
的
に
示
し

た
資
料
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
か
っ
た（
（1
（

。
ま
た
、
本
稿
で
は
九
産
鉄
の
セ
メ
ン
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ト
事
業
参
入
以
前
を
対
象
と
す
る
た
め
、
分
析
時
期
を
一
九
三
三
年
以
前
と
す
る
。

一
．
一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
石
灰
石
販
売
の
動
向

北
部
九
州
（
福
岡
県
）
は
石
灰
石
埋
蔵
量
が
豊
富
な
こ
と
か
ら
明
治
期
か
ら
浅
野

セ
メ
ン
ト
門
司
工
場
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
セ
メ
ン
ト
工
場
・
石
灰
石
採
掘
場
が

設
置
さ
れ
て
い
た（

（1
（

。
更
に
は
戦
前
期
の
国
内
鉄
鋼
業（
（1
（

の
中
核
と
な
っ
た
官
営
八
幡
製

鉄
所
・
国
内
初
の
ア
ン
モ
ニ
ア
法
ソ
ー
ダ
灰
生
産（
（1
（

の
工
業
化
を
達
成
し
た
旭
硝
子
牧

山
工
場
な
ど
が
集
中
し
て
立
地
す
る
な
ど（
11
（

、
石
灰
石
需
要
は
多
様
か
つ
旺
盛
な
地
域

で
あ
っ
た
。

一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
九
産
鉄
の
石
灰
石
販
売
量
を
各
販
売
先
ご
と
に
示
し
た

表
一
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
三
年
以
降
、
八
幡
製
鉄
所
向
け
販
売
が
一
貫
し
て
首
位
を

占
め
て
い
る
。
八
幡
製
鉄
所
は
第
一
次
大
戦
勃
発
を
契
機
と
し
た
艦
船
用
高
張
力
鋼

（
艦
船
構
造
材
用
鋼
）
の
国
産
化
要
求
を
受
け
一
九
一
八
年
よ
り
第
三
期
拡
張
計
画
に

着
手
し
、
ま
た
一
九
二
〇
年
に
第
一
高
炉
・
第
二
高
炉
を
二
〇
〇
ト
ン
高
炉
へ
と
改

造
し
た
こ
と
に
よ
り
、
一
九
二
六
年
末
に
は
銑
鉄
生
産
能
力
を
年
産
約
五
〇
万
ト
ン

に
ま
で
拡
大
さ
せ
た
。
こ
れ
に
対
し
鋼
鉄
生
産
設
備
も
第
二
製
鋼
工
場
の
完
成
と
、

第
三
期
拡
張
工
事
に
よ
る
第
三
製
鋼
工
場
の
建
設
が
行
わ
れ
、
年
間
生
産
能
力
は
一

九
二
六
年
時
点
で
一
〇
八
万
ト
ン
に
到
達
し
た（
1（
（

。
ま
た
、
第
一
次
大
戦
後
に
経
営
危

機
に
陥
っ
た
東
洋
製
鉄
を
一
九
二
一
年
よ
り
経
営
委
託
し
た
た
め
、
同
所
の
五
〇
〇

ト
ン
高
炉
二
基
、
六
〇
ト
ン
平
炉
六
基
の
生
産
能
力
も
加
わ
っ
た（
11
（

。
八
幡
製
鉄
所
の

銑
鉄
・
鋼
鉄
生
産
量
を
示
し
た
表
二
に
よ
れ
ば
、
銑
鉄
は
一
九
二
三
年
の
四
八
万
五

千
ト
ン
か
ら
一
九
二
九
年
に
は
七
八
万
一
千
ト
ン
に
、
鋼
鉄
（
平
炉
鋼
）
は
五
三
万

五
一
六
一
ト
ン
か
ら
一
三
二
万
三
七
四
六
ト
ン
へ
と
、
と
り
わ
け
鋼
鉄
生
産
量
の
著

表１：九産鉄石灰石出荷量（1923年上期～1929年下期）

年
八幡製鉄所 浅野セメント 旭硝子 その他 合計

トン 単価 金額 トン 単価 金額 トン 単価 金額 トン 金額 トン 金額

（111年
上期 11,111 1.11 11,1（1 （1,（11 1.11 11,111 （,111 1.11 1,111 111 111 11,111 （（1,（11
下期 11,111 1.11 11,1（1 （1,111 1.11 11,（11 1,111 1.11 （（,111 111 （,111 11,111 （11,（11

（111年
上期 11,11（ 1.11 （1（,111 1,111 1.11 （1,111 - - 111 111 （11,11（）［（（1,11（］
下期 11,111 1.11 （11,111 1（1 1.11 （,11（ - - 11（ （,111 （11,111）［（（（,（（1］

（111年
上期 11,111 11,（11 111 1.11 1,111 - - （,111 （,111 11,111 ［11,111］
下期 11,111 （11,111 - - 111 （,111 11,111［（11,111］

（111年
上期 11,11（ （1（,111 （,111 1,111 （,111 1.11 1,111 111 （,（11 11,1（1 （1（,111
下期 11,11（ （1（,111 111 1.11 （,111 1,111 1.11 （（,111 111 111 11,111 （11,111

（111年
上期 11,1（1 1.11 111,111 1,（11 1.11 （1,111 （,111 1,111 11,111 111,111
下期 （11,111 1.11 111,111 1,111 1.11 （1,1（1 111 （,111 （（1,111 111,11（

（111年
上期 11,111 1.11 111,111 1,1（1 1.11 （1,1（1 111 （,111 （11,1（（ 111,1（1
下期 （11,111 1.11 111,111 （1,111 1.11 11,1（1 111 111 （（1,111 111,1（1

（111年
上期 （11,11（ 1.11 111,11（ （（,111 1.11 11,1（1 111 （,111 （（1,111 111,111
下期 11,11（ 1.11 1（1,111 （1,111 1.11 11,111 111 （,111 （（（,111 111,111

（出所）：各期原石勘定内訳帳（九産鉄 -T1（-（・T1（-（・S（-（・S（-（・S（-（）
（注）１．単価は主な数値を記した。
    ２．帳簿の都合上数値が不明であった箇所は「-」で表記し、他史料より数値を推定した箇所は（　）で表記した
    ３．合計金額の［　］は数値の判明した箇所のみを合計した数値である
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し
い
拡
大
が
み
て
と
れ
る
。
こ
れ
ら
の
増
産
は
、
造
滓
材
と
し
て
石
灰
石
を
用
い
る

こ
と
の
可
能
な
塩
基
性
耐
火
物
を
用
い
た
炉
で
の
生
産
が
中
心
と
な
っ
た
こ
と
か
ら（
11
（

、

石
灰
石
需
要
は
大
幅
に
拡
大
し
た
。
八
幡
製
鉄
所
も
当
初
は
自
力
で
調
達
先
を
確
保

す
べ
く
、
一
九
一
七
年
に
大
分
県
津
久
見
で
石
灰
石
山
の
買
収
を
行
っ
た（
11
（

。
し
か
し
、

八
幡
製
鉄
所
の
購
入
区
域
は
、
周
辺
を
他
社
が
占
有
し
て
い
た
こ
と
や
地
権
者
と
の

交
渉
な
ど
で
問
題
が
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
運
搬
や
船
積
み
に
難
が
あ
り
、
戦
後

の
一
九
五
〇
年
ま
で
本
格
的
な
採
掘
に
は
着
手
さ
れ
な
か
っ
た（
11
（

。
そ
の
代
替
と
し
て

外
部
企
業
か
ら
の
石
灰
石
確
保
が
目
論
ま
れ
、
近
隣
か
つ
大
規
模
な
石
灰
石
供
給
能

力
を
有
す
る
九
産
鉄
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
九
二
二
年
以
前
の
九

産
鉄
の
石
灰
石
販
売
量
は
帳
簿
か
ら
は
判
明
し
な
い
が
、
同
年
四
月
に
年
間
六
万
ト

ン
の
納
入
契
約
が
締
結
さ
れ
た
こ
と
か
ら（
11
（

、
そ
れ
を
契
機
と
し
て
本
格
化
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
翌
年
の
販
売
量
は
ほ
ぼ
納
入
契
約
通
り
の
六
万
五
千
ト
ン
強
で
あ
っ

た
が
、
一
九
二
四
年
に
入
る
と
年
九
万
二
千
ト
ン
弱
ま
で
販
売
量
が
増
加
し
て
お
り
、

翌
年
下
期
か
ら
一
九
二
六
年
下
期
ま
で
半
期
五
万
二
千
ト
ン
強
程
度
の
販
売
量
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
後
も
八
幡
製
鉄
所
の
平
炉
生
産
高
の
増
加
に
沿
っ
て
九
産
鉄
の
石
灰

石
販
売
量
は
増
加
し
、
一
九
二
七
年
以
降
は
年
間
二
十
万
ト
ン
規
模
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
八
幡
製
鉄
所
向
け
石
灰
石
出
荷
開
始
と
販
売
量
増
加
に
伴
い
、
発
送
駅
と
な

る
九
産
鉄
船
尾
駅
で
は
、
一
九
二
二
年
七
月
に
は
石
灰
積
込
側
線
の
増
設（
11
（

、
翌
年
四

月
に
は
側
線
延
長（
11
（

が
申
請
さ
れ
る
な
ど
、
積
込
設
備
が
順
次
拡
張
さ
れ
大
量
輸
送
へ

の
対
応
が
図
ら
れ
た
。

一
方
、
浅
野
セ
メ
ン
ト
門
司
工
場
は
当
初
は
鉄
鋼
業
に
次
ぐ
販
売
先
で
あ
っ
た
が
、

一
九
二
三
年
は
上
期
一
四
、一
三
五
ト
ン
、
下
期
一
二
、八
九
五
ト
ン
を
記
録
す
る
も

そ
れ
以
降
は
下
火
と
な
り
一
九
二
六
年
を
最
後
に
打
ち
切
り
と
な
っ
て
い
る
。
門
司

工
場
の
生
産
能
力
は
一
九
一
八
年
頃
で
年
産
約
一
五
万
ト
ン
で
あ
っ
た
が（
11
（

、
大
戦
景

気
に
よ
る
セ
メ
ン
ト
需
要
急
増
に
対
応
す
る
た
め
に
第
二
次
増
産
計
画
が
決
定
さ
れ
、

一
九
二
二
年
に
完
成
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
翌
年
時
点
で
の
生
産
高
は
約
三
八
万
六
千

ト
ン
に
ま
で
増
加
し
た（
11
（

。
一
八
九
四
年
の
開
設
以
来
、
門
司
工
場
は
近
隣
の
恒
見
か

ら
石
灰
石
を
調
達
し
て
い
た
が
、
第
二
次
増
産
計
画
に
よ
っ
て
石
灰
石
の
必
要
量
は

増
大
し
た
。
し
か
し
、
採
掘
開
始
か
ら
二
〇
年
以
上
が
経
過
し
、
残
存
鉱
量
に
不
安

の
あ
っ
た
恒
見
で
の
採
掘
量
拡
大
に
は
限
界
が
あ
っ
た（
1（
（

。
そ
の
た
め
、
浅
野
は
周
辺

地
域
に
新
た
に
採
掘
場
を
求
め
、
一
九
一
六
年
に
苅
田
採
掘
場
が
、
一
九
一
八
年
に

呼
野
採
掘
場
が
そ
れ
ぞ
れ
開
設
さ
れ
た（
11
（

。
当
時
の
呼
野
・
苅
田
採
掘
場
に
お
け
る
採

表２：八幡製鉄所出銑量及び平炉・転炉生産高
出銑量（千 t）

平炉（t） 転炉（t）
東田高炉 洞岡高炉 東洋製鉄

（1（1年 111 111,（11 1（,111
（1（1年 111 11（,111 1（,111
（111年 111 111,111 11,111
（11（年 111   1（ 111,111 11,（11
（111年 1（1   11 111,111 11,111
（111年 111   11 111,（1（ 11,（11
（111年 111   11 111,111 11,111
（111年 111 （11 111,111 11,111
（111年 111 （11 111,1（1 11,111
（111年 111 （11 111,111 11,111
（111年 111 （11 （,（11,1（1 ※転炉休止
（111年 111 （11 （,111,111
（111年 111 （11 （11 （,（11,111
（11（年 111 （11 （11 111,11（
（111年 111 111 （（1 （,111,111
（111年 111 111 （（1 （,111,11（
（111年 111 1（1 （11 （,11（,111
（111年 111 111 （1（ （,111,111

（出所）：『八幡製鐵所八十年史』資料編　一一六頁、一二四頁
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掘
高
の
推
移
を
表
三
よ
り
確
認
す
る
と
、
呼
野
の
採
掘
量
は
当
初
年
産
三
万
五
千
ト

ン
程
度
で
あ
っ
た
が
、
一
九
二
〇
年
以
降
、
専
用
側
線
や
採
掘
設
備
の
完
成（
11
（

に
よ
り

翌
年
以
降
九
万
ト
ン
、
一
〇
万
五
千
ト
ン
、
一
八
万
ト
ン
と
採
掘
量
を
増
加
さ
せ
て

い
る
。
苅
田
採
掘
場
は
当
初
は
手
作
業
に
よ
る
採
掘
の
た
め
一
九
一
九
年
ま
で
は
年

産
一
〇
万
ト
ン
規
模
で
あ
っ
た
。
以
降
や
や
採
掘
量
を
減
少
さ
せ
一
九
二
一
年
に
は

半
分
以
下
の
三
万
一
千
ト
ン
ま
で
低
下
す
る
も
、
採
掘
機
械
導
入
に
よ
り
翌
年
に
七

万
三
千
ト
ン
へ
と
回
復
し
た
後
、
第
二
次
増
産
計
画
の
完
成
に
伴
い
年
間
二
〇
万
ト

ン
台
へ
と
急
増
し
て
い
る
。
一
九
二
四
年
時
点
で
の
呼
野
・
苅
田
の
採
掘
量
の
合
計

は
約
三
七
万
五
千
ト
ン
で
あ
り
、
恒
見
で
の
採
掘
量
は
不
明
で
あ
る
が
一
〇
万
ト
ン

程
度
と
仮
定
す
れ
ば
、
三
箇
所
の
合
計
採
掘
量
は
約
四
七
万
五
千
ト
ン
程
度
と
な
る
。

前
後
の
時
期
の
原
石
生
産
ト
ン
数
と
セ
メ
ン
ト
生
産
高
か
ら
推
定
す
る
と
、
必
要
と

な
る
原
石
量
は
セ
メ
ン
ト
生
産
高
プ
ラ
ス
一
〇
～
一
二
万
ト
ン
程
度
と
仮
定
さ
れ
る

が
、
そ
の
場
合
自
社
採
掘
場
か
ら
の
供
給
の
み
で
は
最
低
で
も
二
、
三
万
ト
ン
程
度

の
不
足
が
見
込
ま
れ
る
。
こ
の
一
時
的
な
原
石
不
足
を
補
填
す
る
た
め
、
九
産
鉄
よ

り
石
灰
石
購
入
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
九
産
鉄
の
浅
野
セ
メ
ン
ト
向
け
販
売
は
、

こ
の
よ
う
に
セ
メ
ン
ト
業
側
の
一
時
的
な
都
合
に
応
え
た
に
過
ぎ
ず
、
関
係
が
長
期

間
持
続
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た（
11
（

。

一
時
的
で
あ
っ
た
セ
メ
ン
ト
業
向
け
販
売
に
代
わ
る
新
た
な
顧
客
と
し
て
現
れ
た

の
が
旭
硝
子
牧
山
工
場
で
あ
っ
た
。
旭
硝
子
は
欧
米
品
の
輸
入
途
絶
に
よ
り
ガ
ラ
ス

副
原
料
の
ソ
ー
ダ
灰
が
価
格
高
騰
し
た
こ
と
を
受
け
、
一
九
一
七
年
よ
り
ア
ン
モ
ニ

ア
法
に
よ
る
ソ
ー
ダ
灰
の
生
産
を
開
始
し
た
。
生
産
開
始
直
後
は
山
口
県
大
嶺
や
福

岡
県
小
倉
付
近
よ
り
石
灰
石
を
調
達
し
て
い
た
が
、
購
入
に
難
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら

津
久
見
の
貝
島
石
灰
へ
と
調
達
先
を
切
り
替
え
た
。
し
か
し
、
大
塊
石
を
機
帆
船
で

輸
送
す
る
た
め
輸
送
費
が
か
さ
み
、
ま
た
ソ
ー
ダ
灰
の
大
量
生
産
に
向
け
て
定
量
確

表３：浅野セメント呼野・苅田採掘場石灰石採掘高・門司工場セメント生産高（単位：トン）
原石生産高 門司工場 

セメント生産高呼野 苅田 合計 九産鉄 合計
（1（1年 11,111 11,111   11,111 （11,111
（1（1年 （11,（11 （11,（11 （11,（11 （11,111
（1（1年 （1,（11 （1（,111 （（1,1（1 （（1,1（1 （11,111
（1（1年 11,111 11,111 （11,111 （11,111 111,111
（111年 11,111 1（,111 （11,111 （11,111 （11,1（（
（11（年 11,111 1（,111 （1（,11（ （1（,11（ 111,111
（111年 （11,111 11,111 （11,111 （11,111 111,111
（111年 （11,111 111,111 111,111 11,111 111,1（1 111,111
（111年 （11,（11 11（,111 1（1,（11 1,111 11（,1（（ 11（,111
（111年 11,111 111,（11 111,111 111 111,111 111,111
（111年 111,111 1（1,111 111,111 （,111 111,（11 111,111
（111年 11（,（11 111,1（1 111,111 111,111 1（1,111
（111年 11（,111 111,111 11（,111 11（,111 111,（11
（111年 111,11（ 111,111 111,1（1 111,1（1 111,11（
（111年 111,111 111,111 111,111 111,111 111,111
（11（年 1（（,（11 111,111 111,111 111,111 11（,1（1
（111年 111,111 111,111 11（,11（ 11（,11（ 111,111
（111年 111,111 111,1（1 1（1,111 1,111 1（1,11（ 111,111
（111年 111,111 111,11（ 111,111 111,111 111,111
（111年 111,11（ 111,111 111,111 111,111 111,111

（出所）：『（0年史　日本セメント』五三〇・六六七頁・統計諸表
        九産鉄生産高は表１と同
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保
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
解
決
の
た
め
一
九
二
二
年
よ
り
近
隣
の

九
産
鉄
か
ら
の
調
達
を
開
始
し
て
い
る（
11
（

。
旭
硝
子
の
ソ
ー
ダ
灰
生
産
量
を
示
し
た
表

四
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
三
年
の
落
ち
込
み
を
除
け
ば
ソ
ー
ダ
灰
の
生
産
量
は
一
貫
し

て
増
加
を
示
し
て
お
り
、
九
産
鉄
の
石
灰
石
販
売
量
も
こ
れ
に
追
従
す
る
か
た
ち
で

増
加
し
た（
11
（

。
特
に
一
九
二
六
年
の
ソ
ー
ダ
灰
生
産
能
力
の
拡
充
（
日
産
二
〇
ト
ン
→

六
〇
ト
ン
）
に
よ
り
石
灰
石
の
販
売
量
は
大
幅
に
拡
大
し
、
一
九
二
八
年
下
期
以
降

一
〇
、三
二
三
ト
ン
、
一
一
、八
四
〇
ト
ン
、
一
二
、四
〇
二
ト
ン
と
半
期
一
万
ト
ン
台

に
ま
で
上
昇
し
て
い
る
。
ソ
ー
ダ
灰
を
め
ぐ
る
こ
の
時
期
の
市
況
は
、
日
本
市
場
を

め
ぐ
る
ブ
ラ
ナ
・
モ
ン
ド
社
と
マ
ガ
ジ
ソ
ー
ダ
社
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
競
争
に
よ
り
厳
し

い
状
況
に
あ
っ
た
が
、
旭
硝
子
は
技
術
上
、
販
売
上
の
工
夫
よ
り
対
処
し
ソ
ー
ダ
灰

生
産
を
継
続
し
た（
11
（

。
こ
の
時
点
で
、
一
九
二
三
年
時
点
で
の
セ
メ
ン
ト
向
け
販
売
に

匹
敵
す
る
販
売
量
を
達
成
し
て
お
り
、
鉄
鋼
業
に
は
及
ば
ぬ
も
の
の
、
主
要
な
販
売

先
の
一
つ
と
し
て
確
立
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

二
．
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
販
売
動
向
の
変
化

鉄
鋼
業
向
け
販
売
を
主
軸
に

拡
大
し
た
一
九
二
〇
年
代
の
販

売
で
あ
っ
た
が
、
一
九
三
〇
年

代
に
入
る
と
そ
の
様
相
が
や
や

変
化
を
み
せ
る
。
一
九
三
〇
年

～
一
九
三
三
年
の
石
灰
石
販
売

量
を
示
し
た
表
五
を
み
る
と
、

八
幡
製
鉄
所
向
け
販
売
は
一
定

の
規
模
を
維
持
し
つ
つ
も
昭
和

恐
慌
に
よ
る
鉄
鋼
減
産
の
あ
お

り
を
受
け
、
一
九
三
一
年
上
期

に
は
前
期
比
約
四
万
ト
ン
の
減

少
を
み
せ
て
い
る
。
表
二
に
戻

る
と
、
新
規
に
建
設
さ
れ
た
洞

岡
高
炉
は
生
産
量
を
拡
大
さ
せ

た
一
方
、
東
田
高
炉
・
東
洋
製

鉄
分
は
減
産
し
た
た
め
、
銑
鉄

生
産
量
は
一
九
二
九
年
の
七
八

万
一
千
ト
ン
か
ら
一
九
三
一
年

に
は
六
五
万
五
千
ト
ン
に
減
少

し
た
。
鋼
鉄
生
産
量
も
、
一
、三

二
三
、七
四
六
ト
ン
か
ら
九
八

表４：旭硝子ソーダ灰・苛性ソーダ生産量
  （単位：トン）

ソーダ灰 苛性ソーダ
（1（1年 （,111
（1（1年 1,（（1
（1（1年 1,111
（111年 1,111
（11（年 1,111
（111年 1,111
（111年 1,11（
（111年 1,1（1
（111年 （（,111
（111年 （1,（11
（111年 11,111
（111年 11,111
（111年 11,111
（111年 1（,111
（11（年 11,111
（111年 11,111
（111年 （1（,111 1,111

（出所）：『社史　旭硝子株式会社』八五〇頁

表５：九産鉄石灰石出荷量（1930年上期～1933年下期）

年
八幡製鉄所 浅野・豊国セメント 旭硝子 その他 合計

トン 単価 金額 トン 単価 金額 トン 単価 金額 トン 金額 トン 金額

（111年
上期 （11,111 1.11 1（1,111 （1,111 1.11 11,111 111 （,111 （（1,111 111,111
下期 （（（,111 1.（1 111,11（ （1,111 1.11 11,111 （11 1（（ （11,111 111,111

（11（年
上期 11,111 （.11 （11,111 11,111 1.11 11,（11 111 111 11,（11 11（,11（
下期 1（,1（1 （.11 （11,111 11,111 （.11 11,111 11 （11 （（1,111 111,111

（111年
上期 11,1（1 （.11 （11,111 11,111 （.11 1（,111 （11 111 （（1,11（ 111,111
下期 （（1,111 （.11 111,11（ 11,111 （.11 11,1（1 11 （11 （11,111 111,111

（111年
上期 （11,111 （.11 111,11（ 1,111 1.11 1,111 11,111 （.11 11,111 111 111 （11,111 111,111
下期 （11,（11 1.11 111,111 11,111 （.11 （1（,111 111 1（1 1（1,（11 1（1,111

（出所）：各期原石勘定内訳帳（九州産業（（） -（・（0・（1・（（）
（注）１．単価は主な数値を記した。
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五
、八
五
一
ト
ン
へ
と
三
〇
万
ト
ン
以
上
の
減
少
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
後
は
八
幡
製
鉄

所
の
鉄
鋼
生
産
量
の
急
速
な
回
復
に
よ
り
石
灰
石
販
売
量
は
持
ち
直
し
、
一
九
三
三

年
以
降
に
は
半
期
一
三
～
一
五
万
ト
ン
を
販
売
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
伸
び
自
体

は
鈍
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
八
幡
製
鉄
所
向
け
販
売
に
は
高
炉
セ
メ
ン
ト
用
石
灰
石

粉
（
細
石
）
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
比
重
も
上
昇
し
て
お
り
、
鉄
鋼
減
産
の
あ

お
り
を
大
き
く
受
け
た
一
九
三
一
年
上
期
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
約
二
七
％
を
占
め
る

ま
で
増
加
し
て
い
る
。
細
石
は
採
掘
・
選
鉱
の
過
程
で
発
生
し
た
規
格
外
品
で
あ
り
、

通
常
の
中
割
石
灰
石
と
し
て
は
販
売
で
き
ず
余
剰
品
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
高
炉
セ

メ
ン
ト
用
と
し
て
の
販
売
は
消
化
先
と
し
て
望
ま
し
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
販
売
単

価
は
中
割
石
灰
石
と
比
較
し
〇
・
一
七
円
安
価
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期
は
恐

慌
に
よ
る
船
賃
の
暴
落
の
た
め
津
久
見
の
石
灰
石
価
格
が
大
き
く
下
落
す
る
な
ど（
11
（

、

九
産
鉄
の
優
位
性
も
決
し
て
盤
石
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

鉄
鋼
業
向
け
販
売
と
は
対
照
的
に
急
激
に
拡
大
し
た
の
は
旭
硝
子
向
け
販
売
で
あ
っ

た
。
表
五
に
戻
れ
ば
、
旭
硝
子
向
け
販
売
量
は
、
一
九
三
二
年
下
期
を
除
き
一
貫
し

て
増
加
し
て
お
り
、
特
に
一
九
三
三
年
に
は
前
期
比
約
一
万
六
千
ト
ン
（
上
期
）、
約

二
万
五
千
ト
ン
（
下
期
）
と
著
し
い
伸
び
を
み
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
九
産
鉄

の
石
灰
石
販
売
に
占
め
る
旭
硝
子
向
け
の
割
合
は
大
き
く
変
化
し
、
一
九
二
三
年
時

点
で
は
わ
ず
か
六
・
八
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
一
九
三
〇
年
一
四
・
〇
％
、
一
九

三
三
年
に
は
二
八
・
一
％
と
比
重
を
大
き
く
伸
ば
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う

な
変
化
も
無
条
件
に
拡
大
し
た
も
の
で
は
な
く
、
単
価
の
急
速
な
低
下
を
伴
う
も
の

で
あ
っ
た
。
特
に
一
九
三
〇
年
上
期
か
ら
下
期
に
か
け
て
の
二
・
二
八
円
か
ら
一
・

八
〇
円
へ
の
減
少
は
著
し
く
、
そ
れ
ま
で
八
幡
製
鉄
所
向
け
よ
り
高
単
価
で
あ
っ
た

が
一
気
に
逆
転
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
一
九
三
〇
年
代
初
頭
に
お
け
る

国
内
ソ
ー
ダ
工
業
が
さ
ら
さ
れ
た
外
圧
が
大
い
に
影
響
し
て
い
る
。
金
解
禁
に
よ
る

円
高
、
そ
の
円
高
に

乗
じ
た
英
国
ブ
ラ

ナ
・
モ
ン
ド
社
に
よ

る
第
二
次
ダ
ン
ピ
ン

グ
、
一
九
三
一
年
の

ソ
連
品
大
量
輸
入
の

影
響
を
受
け（
11
（

、
表
六

に
あ
る
よ
う
に
、
同

時
期
の
ソ
ー
ダ
灰
の

市
場
価
格
は
一
九
二

九
年
上
期
の
一
一

三
・
五
〇
円
か
ら
、

翌
年
下
期
に
は
七
〇

円
台
に
ま
で
急
落
し

た
。
一
九
三
一
年
末

の
犬
養
内
閣
に
よ
る

金
輸
出
再
禁
止
措
置

に
よ
っ
て
円
が
下
落

し
翌
年
末
に
は
一
三

〇
円
台
に
ま
で
急
騰

し
外
圧
は
減
少
し
た

が
、
こ
の
環
境
下
に

お
い
て
輸
入
ソ
ー
ダ

灰
に
対
抗
す
る
に
は

表６：1924年～1933年ソーダ灰市価（１t当たり）� 単位：円

（111年 （111年 （111年 （111年 （111年 （111年 （111年 （11（年 （111年 （111年
  （月 11.11 （11.11 （（1.11 （（1.11 （（1.11 （（1.11 11.11 11.（1 11.（1 （11.11
  1月 11.11 （（1.11 （（1.11 （11.11 11.11 （（1.11 11.11 11.（1 11.（1 （11.11
  1月 11.11 （（1.11 （（1.11 （（1.11 11.11 （（1.11 11.11 11.（1 11.11 （11.11
  1月 11.11 （（1.11 （（1.11 （11.11 （（1.11 （（1.11 11.11 11.（1 11.11 （11.11
  1月 11.（1 （（1.11 （（1.11 （（1.11 （（1.11 （（1.11 11.11 11.（1 11.11 （11.11
  1月 11.11 （（1.11 （（1.11 （（1.11 （11.11 （（1.11 11.11 11.（1 11.11 （11.11
  1月 11.11 （11.11 （（1.11 （11.11 （（1.11 （1（.11 11.11 11.（1 11.（1 （11.11
  1月 11.11 （（1.11 （（1.11 （11.11 （（1.11 （11.11 11.11 11.11 11.11 （11.11
  1月 11.11 （（1.11 （（1.11 （11.11 11.11 11.11 11.11 11.11 11.11 （11.11
（1月 11.11 （（1.11 （（1.11 11.11 （（1.11 11.11 11.11 11.11 11.11 （11.11
（（月 11.11 （（1.11 （（1.11 11.11 （（1.11 11.（1 11.11 11.11 （1（.11 （11.11
（1月 （11.11 （（1.11 （（1.11 （1（.11 （（1.11 11.11 11.（1 11.11 （11.11 （11.11
年平均 11.11 （（1.11 （（1.11 （11.11 （11.11 （11.11 11.11 11.11 11.11 （11.11

（出所）：『改訂増補日本曹達工業史』三八七頁
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コ
ス
ト
カ
ッ
ト
が
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

と
り
わ
け
、
旭
硝
子
は
生
産
規
模
の
拡
大

に
よ
る
生
産
費
節
減
の
方
針
を
選
択
し
て

お
り
、
ソ
ー
ダ
灰
生
産
規
模
は
、
一
九
三

〇
年
一
一
月
時
点
の
日
産
一
〇
〇
ト
ン
か

ら
六
年
一
一
月
一
五
〇
ト
ン
、
七
年
八
月

二
〇
〇
ト
ン
、
八
年
一
月
二
五
〇
ト
ン
、

七
月
三
〇
〇
ト
ン
、
一
二
月
三
五
〇
ト
ン
、

九
年
三
月
四
〇
〇
ト
ン
と
急
速
に
拡
大
し

た（
11
（

。
生
産
費
の
要
と
な
る
原
料
の
調
達
コ

ス
ト
を
み
る
と
、
一
九
三
一
～
一
九
三
五

年
の
ソ
ー
ダ
灰
原
料
単
価
を
示
し
た
表
七

に
よ
れ
ば
、
主
原
料
の
食
塩
は
海
運
不
況

に
よ
り
輸
送
費
が
低
下
し
た
一
方
で
、
近

海
塩
不
足
に
よ
り
遠
海
塩
の
輸
入
へ
と
転

換
さ
れ
た
こ
と
で
、
ト
ー
タ
ル
で
は
や
や
価
格
の
上
昇
を
み
て
い
る
。
一
方
、
副
原

料
で
あ
っ
た
石
灰
石
に
つ
い
て
は
一
九
三
一
年
か
ら
一
九
三
三
年
ま
で
一
貫
し
て
単

価
の
切
り
下
げ
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
原
料
費
の
節
減
と
、
前
述
の
生
産

能
力
の
拡
大
と
い
う
二
つ
の
流
れ
は
、
九
産
鉄
の
石
灰
石
販
売
の
動
向
と
軌
を
一
に

し
て
い
る
。
た
と
え
ソ
ー
ダ
工
業
に
お
い
て
石
灰
石
が
原
料
調
達
の
課
題
と
し
て
認

識
さ
れ
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
九
産
鉄
に
と
っ
て
は
、
年
間
数
万
ト
ン
近
く
の
石
灰

石
需
要
を
創
出
す
る
大
口
顧
客
で
あ
っ
た
旭
硝
子
の
動
向
は
、
自
身
の
経
営
に
無
視

で
き
な
い
影
響
を
与
え
て
い
た
。

八
幡
製
鉄
所
お
よ
び
旭
硝
子
で
の
石
灰
石
の
総
需
要
量
は
記
録
が
な
い
た
め
明
か

で
は
な
い
が
、
九
産
鉄
社
員
の
報
告
に
よ
れ
ば
一
九
三
三
年
の
年
間
所
用
石
灰
石
は

八
幡
製
鉄
所
四
五
万
三
千
ト
ン
、
旭
硝
子
一
二
万
六
千
ト
ン
と
見
積
も
ら
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
二
五
万
ト
ン
（
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
）、
一
〇
万
ト
ン
（
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
販

売
が
計
画
さ
れ
て
い
た（
1（
（

。
表
五
を
み
る
と
一
九
三
三
年
の
実
際
の
出
荷
量
と
近
似
し

て
お
り
、
各
販
売
先
で
の
九
産
鉄
の
占
め
る
割
合
も
計
画
値
と
ほ
ぼ
同
等
と
み
て
よ

い
だ
ろ
う
。
一
九
三
三
年
の
九
産
鉄
の
石
灰
石
総
販
売
量
は
約
四
〇
万
ト
ン
で
あ
り
、

同
年
の
浅
野
セ
メ
ン
ト
呼
野
・
苅
田
採
掘
場
の
そ
れ
ぞ
れ
の
採
掘
量
（
約
三
〇
万
八

千
ト
ン
・
約
三
〇
万
七
千
ト
ン
）
を
大
き
く
凌
駕
し
て
い
る
。
一
九
三
〇
年
代
に
は
、

九
産
鉄
は
北
部
九
州
地
域
に
お
け
る
石
灰
石
の
主
要
供
給
企
業
と
し
て
の
立
場
を
確

立
し
て
い
た
と
い
え
る
。

三
．
採
掘
費
の
変
動
と
損
益
の
推
移

前
章
よ
り
、
一
九
三
〇
年
代
に
は
九
産
鉄
が
鉄
鋼
業
に
加
え
ソ
ー
ダ
工
業
も
大
口

需
要
先
と
し
て
確
保
し
販
売
量
を
伸
ば
し
つ
つ
も
、
一
方
で
昭
和
恐
慌
下
に
お
い
て

販
売
単
価
の
切
り
下
げ
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
か
と
な
っ
た
。
で
は
、

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
九
産
鉄
の
経
営
を
圧
迫
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
九
産
鉄
側
の
価

格
交
渉
の
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
単
価
切
り
下
げ
に
至
っ
た
経
緯
は
審
ら
か

で
は
な
い
が
、
生
産
費
や
損
益
計
算
の
推
移
か
ら
そ
の
背
景
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

一
九
三
〇
～
一
九
三
三
年
に
お
け
る
九
産
鉄
の
石
灰
部
門
の
収
益
を
示
し
た
表
八

を
み
る
と
、
昭
和
恐
慌
の
影
響
を
受
け
た
一
九
三
一
年
お
よ
び
翌
年
に
お
い
て
も
利

益
金
と
し
て
一
九
三
一
年
上
期
二
〇
、七
九
九
・
三
〇
円
、
一
九
三
二
年
上
期
一
八
、

一
三
六
・
〇
八
円
、
下
期
一
七
、三
六
一
・
七
一
円
と
一
定
の
額
を
確
保
し
て
お
り
、

赤
字
へ
と
転
落
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
九
三
二
年
以
降
は
減
価
償
却
費
す
ら
計

表７：1931～1935年ソーダ灰原料単価・製造費（１t当たり）
  単位：円

（11（年 （111年 （111年 （111年 （111年
食塩 1.11 1.11 （1.（1 （1.（1 （1.11
石灰石 1.11 （.11 （.11 1.11 1.11

アンモニア 1（（.11 （11.11 111.11 111.11 111.11
粉炭 1.11 1.11 1.11 1.11 1.11

コークス （1.11 1.11 1.1（ （1.11 （1.1（
製造費 11 11 1（ 11 11

（出所）：『社史　旭硝子株式会社』二〇八頁
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上
し
て
い
る
。
資
料
の
都

合
上
一
九
三
〇
年
上
期
、

一
九
三
一
年
下
期
は
不
明

で
は
あ
る
が
、
販
売
量
か

ら
推
測
す
る
に
大
幅
な
変

化
が
あ
っ
た
と
は
考
え
に

く
い
。
単
価
の
切
り
下
げ

を
受
け
て
な
お
安
定
し
た

経
営
を
維
持
し
て
い
た
と

い
え
よ
う
。

急
速
な
単
価
切
り
下
げ

の
中
で
も
利
益
を
維
持
し

え
た
の
は
、
こ
の
時
期
の

国
鉄
に
お
け
る
運
賃
割
引

に
よ
る
も
の
が
大
き
い

が（
11
（

、
そ
れ
に
加
え
て
石
灰

石
採
掘
費
の
低
減
も
そ
の

理
由
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ

る
。
九
産
鉄
は
一
九
二
二

年
三
月
に
原
石
山
山
麓
の

石
灰
工
場
建
設
が
完
了

し
、
こ
れ
に
併
せ
て
採
掘

場
に
鑿
岩
機
・
砕
鉱
機
が

設
置
さ
れ
る
な
ど
、
比
較

表８：九州産業損益計算書（1930年下期～1933年下期）� （単位：円）

内訳
（111年 （11（年 （111年 （111年

上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期
支出

営業費 11,111 11,111 11,111 1（,111 11,1（1 11,111
借入金利子 1,111 1,111 1,111 1,111 （1,111 （（,111
雑損 111
計 1（,111 11,11（ 11,111 11,111 11,（11 11,（11

利益
原石勘定 11,111 1（,111 11,111 11,111 11,111 11,111
石灰勘定 11,1（（ 11,111 11,（11 11,111 11,111 11,111
石粉勘定 111 （11 11 1
雑収入 1,11（ （,111 1,111 1,111 （1,11（ （1,111
計 11,111 11,11（ 1（,111 11,（11 （（1,111 （11,（11

損益
利益金 1（,111 11,111 （1,（11 11,111 11,111 11,1（1
減価償却費 1,111 （1,111 11,111
合計 1（,111 11,111 （1,（11 （1,111 11,111 11,1（1

（出所）：各期総勘定元帳（九州産業 - （（） -（・（（） -1（・（（） -（（・（（） -（（）
（注）１．時期によっては数値不明の箇所や計上されていない箇所もある
    ２．時期によって内訳の表記が異なる場合もあったが、統一して表記した
    ３．小数点以下を四捨五入して表記しているため、各内訳の合計が一致しない場合がある

表９：石灰石生産費（1927年下期～1933年下期）� （単位：円）

（111年 （111年 （111年 （111年 （11（年 （111年 （111年

上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期

土仕操費 （（,111 1,111 （1,111 （（,（11 1,111 （1,111 11,（（（ （1,（11 11,111 （1,111 11,111 11,1（1 11,111

採掘費 （1,111 （1,111 （1,111 （1,111 1,1（1 1,111 （1,111 1,111 1,11（ 1,11（ 11,111 11,111 11,11（

砕石費 1,111 1,111 1,111 1,111 1,111 1,11（ 1,（11 1,111 1,1（1 1,111 1,111 1,111 （1,111

運搬費 （1,111 （1,111 （1,11（ （1,111 （1,111 （1,111 （1,111 1,111 1,（11 （1,（11 1,111 （1,111 （1,111

営繕費 （,111 11（ 111 （,111 1（（ 111 （,111 111 111 111 1,111 1,（1（ 1,11（

総係費 1,11（ 1,111 1,（11 1,111 1,111 1,（11 1,111 1,111 1,111 1,111 1,111 1,111 （1,111

総計 11,111 11,1（1 11,111 11,11（ 11,111 1（,111 11,111 11,11（ 11,111 11,111 11,111 11,111 （（1,1（1

トン当たり 1.111 1.111 1.1（1 1.111 1.111 1.111 1.111 1.111 1.111 1.111 1.111 1.111 1.111

（石灰加算分） 1.111 1.111 1.111 1.111

（出所）：各期原石未集金内訳帳（九産鉄 -T1（-（・（）・各期原石勘定内訳帳（S（-（・S（-（・S（-（・九州産業（（） -（・（0・（1・（（）
（注）１．小数点以下を四捨五入しているため、数値の合計が一致しない箇所がある
    ２．石灰加算分とは、石灰生産に要した石灰石使用量を加味して計算したものである
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的
初
期
か
ら
積
極
的
な
機
械
導
入
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た（
11
（

。
一
九
二
六
年
に
は
西
部

採
石
場
へ
砕
鉱
機
を
移
設
し
、
原
石
貯
蔵
タ
ン
ク
の
設
置
や
積
込
設
備
の
改
善
な
ど

が
は
か
ら
れ
る
。
ま
た
、
鉄
道
線
の
ト
ン
ネ
ル
開
鑿
時
に
使
用
さ
れ
た
鑿
岩
機
を
採

掘
作
業
に
転
用
し
手
掘
が
全
廃
さ
れ
機
械
掘
に
全
面
移
行
し
た（
11
（

。
一
九
三
一
年
時
点

に
お
け
る
採
掘
設
備
は
、
採
石
場
に
空
気
圧
縮
機
五
〇
馬
力
一
台
、
三
〇
馬
力
一
台
、

鑿
岩
機
五
台
が
設
置
さ
れ
、
中
割
石
灰
石
生
産
用
の
ゲ
ー
ト
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
五
番
型

二
台
に
よ
っ
て
砕
石
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た（
11
（

。
こ
れ
ら
の
機
械
化
に
よ
っ
て
、
ソ
ー

ダ
工
業
な
ど
の
供
給
量
急
増
に
応
え
る
と
共
に
、
採
掘
費
は
徐
々
に
低
下
を
み
せ
た
。

一
九
二
七
（
年
下
期
か
ら
一
九
三
三
年
下
期
ま
で
の
採
掘
費
の
変
化
を
示
し
た
表
九

に
よ
る
と
、
一
九
三
〇
年
ま
で
は
〇
・
五
円
台
前
後
で
推
移
し
て
い
た
が
一
九
三
一

年
に
は
は
〇
・
四
円
台
と
な
り
、
翌
年
以
降
は
〇
・
四
円
を
下
回
り
〇
・
三
円
台
と

な
っ
て
い
る
。
一
九
三
二
年
以
降
は
上
昇
し
た
か
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
採
掘
費
に

は
石
灰
（
生
石
灰
・
消
石
灰
）
生
産
用
の
原
石
採
掘
費
も
含
ま
れ
て
お
り
、
特
に
電

気
化
学
工
業
大
牟
田
工
場
な
ど
へ
石
灰
石
換
算
で
半
期
約
四
万
ト
ン
に
相
当
す
る
生

石
灰
が
大
量
に
販
売
さ
れ
て
い
る（
11
（

。
そ
れ
を
差
し
引
け
ば
、
採
掘
費
は
以
前
の
水
準

を
維
持
し
た
ま
ま
推
移
し
て
い
る
。

当
時
の
大
手
セ
メ
ン
ト
企
業
の
石
灰
石
採
掘
費
を
比
較
し
た
表
一
〇
を
み
れ
ば
、

九
産
鉄
の
採
掘
費
は
当
時
最
も
採
掘
の
効
率
化
の
進
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
大
手
セ
メ

ン
ト
企
業
の
石
灰
石
採
掘
費
と
同
水
準
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時
最
新
鋭
で

あ
っ
た
浅
野
セ
メ
ン
ト
西
多
摩
工
場
勝
峰
採
掘
場
の
〇
・
三
七
四
円
に
は
及
ば
な
い

が
、
台
湾
工
場
高
雄
採
掘
場
の
〇
・
四
三
六
円
、
門
司
工
場
呼
野
採
掘
場
の
〇
・
四

六
〇
円
と
同
水
準
で
あ
っ
た
。
小
野
田
セ
メ
ン
ト
分
は
輸
送
費
と
の
合
算
で
あ
り
、

本
社
（
内
地
工
場
）
の
数
値
は
非
原
料
立
地
型
工
場
も
含
め
た
平
均
値
と
な
る
た
め

輸
送
費
の
比
率
が
高
く
や
や
過
大
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
原
料
立
地
型
工
場
と

し
て
建
設
さ
れ
た
大
連
、
平
壌
工
場
の
生
産
費
は
ほ
ぼ
採
掘
費
・
諸
経
費
の
額
で
あ
っ

た
と
考
え
て
差
し
支
え
あ
る
ま
い
。
大
連
工
場
〇
・
四
七
三
円
、
平
壌
工
場
〇
・
三

四
二
円
に
対
し
九
産
鉄
の
生
産
費
は
〇
・
三
八
四
円
と
こ
れ
ら
外
地
工
場
と
同
等
の

表10：大手セメント企業石灰石生産費比較� （単位：円）

月採掘量 （トン）
１トン当たり生産費

採掘費 諸経費 計

浅
野

深川工場
小川採掘場 1,111 1.111 1.（11 1.111
秩父採掘場 1,111 1.111 1.111 1.111

川崎工場 青梅採掘場 1,11（ 1.111 1.（（1 1.111
西多摩工場 勝峰採掘場 （1,111 1.11（ 1.111 1.111

門司工場
苅田採掘場 11,111 1.1（1 1.111 1.11（
呼野採掘場 （1,111 1.1（1 1.111 1.111

北海道工場 峩朗採掘場 1,1（1 1.111 1.1（1 1.111
大阪工場 岩白採掘場 （1,111 1.111 1.111 1.1（1
台湾工場 高雄採掘場 （1,111 1.111 1.1（1 1.111

小
野
田

国内工場 （.111
大連工場 1.111
平壌工場 1.111
九産鉄 11,111 1.111 1.11（ 1.111

（出所）：『浅野セメントの物流史』一〇、一一頁、・『小野田セメント百年史』二九八、二九九頁
（注）１．小数点第三位以下を四捨五入しているため、数値の合計が一致しない箇所がある
    ２．浅野セメント分は昭和10年２月、九産鉄、小野田セメントは昭和８年下期の成績である
    ３．九産鉄採掘トン数は、石灰生産分も含めた推定採掘高（0（,1（（トンを月換算した数値である
    ４．九産鉄生産費は、総掛費を諸経費、その他を採掘費として計算した
    ５．小野田セメント分は運費、積卸賃など輸送費分も含む
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水
準
を
達
成
し
て
い
た
。
浅
野
セ
メ
ン
ト
は
一
九
三
五
年
時
点
で
の
成
績
で
あ
る
こ

と
を
加
味
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
九
産
鉄
の
石
灰
石
採
掘
費
は
大
手

セ
メ
ン
ト
企
業
に
匹
敵
す
る
水
準
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
新
鞍
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
九
産
鉄
の
人
的
・
資
金
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は

社
長
麻
生
太
吉
を
中
心
と
し
て
維
持
さ
れ
て
お
り
、
需
要
側
か
ら
の
役
員
派
遣
な
ど

は
み
ら
れ
な
い（
11
（

。
ま
た
、
一
九
二
二
年
の
麻
生
の
社
長
就
任
以
後
一
九
三
〇
年
代
に

至
る
ま
で
主
要
株
主
は
一
貫
し
て
麻
生
と
そ
の
関
係
者
で
占
め
ら
れ
て
お
り（
11
（

、
需
要

側
に
よ
る
経
営
へ
の
積
極
的
な
介
入
は
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

九
産
鉄
は
、
鉄
鋼
業
・
ソ
ー
ダ
工
業
に
お
け
る
大
規
模
な
石
灰
石
需
要
を
背
景
と

し
て
、
戦
前
の
石
灰
石
採
掘
企
業
と
し
て
は
比
較
的
大
規
模
な
経
営
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
よ
う
な
資
本
力
を
背
景
と
し
て
積
極
的
な
設
備
投
資
が
お
こ
な
わ
れ
た
結
果
、

大
手
セ
メ
ン
ト
企
業
の
石
灰
石
山
に
比
肩
す
る
低
廉
な
生
産
費
が
達
成
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
昭
和
恐
慌
下
に
お
い
て
も
需
要
側
の
調
達
コ
ス
ト
削
減
と
供
給
側

の
利
益
確
保
を
両
立
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
共
存
共
栄
」
的
な
関
係
を
継
続
し
石
灰
石

採
掘
企
業
が
独
立
し
た
経
営
を
維
持
し
え
た
要
因
の
一
つ
で
あ
り
、
両
大
戦
間
期
北

部
九
州
に
お
け
る
石
灰
石
の
需
給
関
係
の
特
質
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

両
大
戦
間
期
の
北
部
九
州
地
域
に
お
け
る
石
灰
石
需
要
の
傾
向
を
、
九
産
鉄
の
石

灰
石
販
売
の
分
析
か
ら
検
討
を
行
っ
た
。
以
下
、
九
産
鉄
の
石
灰
石
販
売
の
傾
向
と

そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
北
部
九
州
地
域
の
石
灰
石
需
要
の
特
質
に
つ
い
て
ま
と
め

る
。一

九
二
〇
年
代
に
お
い
て
は
、
新
鞍
氏
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
、
九
産
鉄
は
八

幡
製
鉄
所
の
需
要
を
基
礎
と
し
て
堅
調
な
発
展
を
み
せ
て
い
た
。
浅
野
セ
メ
ン
ト
も

当
初
は
鉄
鋼
業
に
次
ぐ
需
要
先
で
あ
っ
た
が
あ
く
ま
で
一
時
的
な
も
の
で
あ
り
、
八

幡
製
鉄
所
向
け
の
よ
う
な
継
続
的
な
関
係
は
構
築
さ
れ
な
か
っ
た
。
セ
メ
ン
ト
業
に

お
け
る
石
灰
石
の
需
給
は
内
部
調
達
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
自
己
完
結
し
て
お
り
、
そ
の
た

め
、
外
部
調
達
は
需
給
の
調
整
に
用
い
ら
れ
る
程
度
で
あ
り
、
石
灰
石
採
掘
業
者
に

と
っ
て
需
要
は
散
発
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
確
か
に
八
幡
製
鉄
所
向
け
販
売

が
軌
道
に
乗
る
以
前
の
九
産
鉄
に
と
っ
て
は
重
要
な
顧
客
で
は
あ
っ
た
が
、
セ
メ
ン

ト
業
需
要
へ
の
依
存
に
は
自
ず
か
ら
限
界
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
に
代
わ
る

販
売
先
と
し
て
現
れ
た
の
が
旭
硝
子
で
あ
っ
た
。
旭
硝
子
は
ガ
ラ
ス
原
料
の
自
給
の

た
め
ア
ン
モ
ニ
ア
法
に
よ
る
ソ
ー
ダ
灰
生
産
を
開
始
し
、
海
外
勢
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
に

よ
る
攻
勢
を
受
け
つ
つ
も
ソ
ー
ダ
工
業
を
頓
挫
せ
ず
に
育
成
さ
せ
た
。
こ
の
需
要
に

よ
り
九
産
鉄
は
鉄
鋼
業
に
次
ぐ
安
定
的
な
顧
客
を
確
保
し
、
一
九
二
〇
年
代
に
お
い

て
は
未
だ
小
規
模
で
は
あ
っ
た
が
、
新
た
な
石
灰
石
の
大
口
需
要
先
と
し
て
次
第
に

そ
の
比
重
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
恐
慌
下
の
一
九
三
〇
年
代
に
お
い
て
も
九
産
鉄
の
石
灰
石
販
売
量
は
拡
大
を

み
せ
た
が
、
各
需
要
先
の
動
向
に
少
な
く
な
い
影
響
を
受
け
た
。
八
幡
製
鉄
所
向
け

は
一
貫
し
て
最
大
の
販
売
先
で
あ
っ
た
が
、
恐
慌
に
よ
る
鉄
鋼
業
の
停
滞
が
回
復
す

る
一
九
三
三
年
ま
で
大
き
な
伸
び
を
み
せ
ず
、
ま
た
販
売
量
自
体
は
維
持
し
つ
つ
も

高
炉
セ
メ
ン
ト
用
石
灰
石
の
比
重
が
高
ま
っ
た
。
一
方
で
こ
の
時
期
に
旭
硝
子
向
け

販
売
は
急
速
な
拡
大
が
み
ら
れ
た
。
ソ
ー
ダ
工
業
界
が
直
面
し
た
外
圧
に
対
し
、
旭

硝
子
は
生
産
規
模
拡
大
と
原
料
費
抑
制
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
で
対
抗
し
た
。

こ
の
よ
う
な
旭
硝
子
の
経
営
方
針
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
九
産
鉄
の
石
灰
石
販

売
量
は
急
激
に
拡
大
す
る
と
共
に
、
販
売
単
価
は
大
き
く
切
り
下
げ
ら
れ
た
。

こ
の
時
期
の
販
売
単
価
切
り
下
げ
を
可
能
と
し
た
の
は
、
販
売
コ
ス
ト
の
多
く
を
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占
め
る
輸
送
費
、
特
に
国
有
鉄
道
網
で
の
運
賃
割
引
の
実
施
で
あ
っ
た
が
、
生
産
費

の
低
下
も
少
な
く
な
い
影
響
を
与
え
て
い
た
。
生
産
費
は
大
手
セ
メ
ン
ト
工
場
の
石

灰
石
採
掘
場
と
同
等
の
水
準
で
あ
り
、
九
産
鉄
自
身
の
積
極
的
な
機
械
導
入
に
よ
っ

て
達
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
需
要
側
か
ら
の
経
営
介
入
に
よ
る
も
の
で
な
く
、

九
産
鉄
の
自
助
努
力
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
外
部
企
業
か
ら
石
灰
石
を
大
量
か
つ
低

廉
に
調
達
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
鉄
鋼
業
・
ソ
ー
ダ
工
業
に
と
っ
て
石
灰
石
調
達

を
内
部
化
す
る
必
要
性
を
薄
れ
さ
せ
、
結
果
と
し
て
昭
和
恐
慌
下
に
お
い
て
も
需
要

側
の
調
達
コ
ス
ト
削
減
と
供
給
側
の
利
益
確
保
が
両
立
し
、
九
産
鉄
は
独
立
的
な
関

係
を
継
続
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

九
産
鉄
以
外
の
具
体
的
な
個
別
事
例
は
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、

先
に
述
べ
た
よ
う
に
津
久
見
は
恐
慌
下
に
お
い
て
は
船
賃
低
落
に
よ
る
低
廉
な
輸
送

費
を
武
器
に
九
産
鉄
と
競
合
し
て
お
り
、
ま
た
時
期
は
下
る
が
一
九
三
〇
年
代
後
半

に
は
以
下
の
よ
う
な
新
聞
報
道
が
み
ら
れ
る
。

「
殊
に
最
近
こ
の
石
灰
石
は
製
鉄
事
業
に
最
も
必
要
な
の
も
の
と
さ
れ
時
局
の
波

に
乗
つ
て
こ
の
種
の
事
業
に
手
を
出
す
事
業
家
が
相
当
に
多
く
な
つ
た
（
中
略
）

何
れ
に
し
て
も
最
近
同
地
方
の
石
灰
石
景
気
は
素
晴
ら
し
い
も
の
と
さ
れ
て
ゐ

る（
11
（

」

 

鉄
鋼
業
の
成
長
が
追
い
風
と
な
り
、
両
大
戦
間
期
以
降
も
な
お
石
灰
石
採
掘
業
が

一
種
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
八
幡
製
鉄

所
が
有
す
る
潜
在
的
な
石
灰
石
需
要
が
近
隣
に
留
ま
ら
ず
周
辺
地
域
に
も
波
及
し
て

い
た
こ
と
を
示
す
一
つ
の
事
例
と
い
え
よ
う
。

以
上
よ
り
、
鉄
鋼
業
・
ソ
ー
ダ
工
業
が
著
し
い
発
展
を
み
せ
て
い
た
両
大
戦
間
期

の
北
部
九
州
に
お
い
て
は
、
副
原
料
と
な
る
石
灰
石
の
需
要
も
膨
大
で
あ
り
、
地
方

の
石
灰
石
採
掘
企
業
が
必
ず
し
も
セ
メ
ン
ト
業
の
需
要
の
み
に
依
存
せ
ず
と
も
拡
大

発
展
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
特
に
、
九
産
鉄
の
事
例
を

み
る
に
、
北
部
九
州
地
域
の
鉄
鋼
業
・
ソ
ー
ダ
工
業
が
生
み
出
す
石
灰
石
需
要
は
、

一
九
三
〇
年
代
に
は
一
セ
メ
ン
ト
工
場
の
石
灰
石
需
要
量
を
凌
駕
す
る
規
模
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。
も
っ
と
も
、
石
灰
石
は
運
賃
負
担
力
が
低
く
流
通
圏
は
狭
い
。
両
大

戦
間
期
の
鉄
鋼
業
・
ソ
ー
ダ
工
業
の
立
地
は
北
部
九
州
に
大
き
く
偏
在
し
て
お
り（
11
（

、

北
部
九
州
に
お
け
る
石
灰
石
需
要
と
需
給
関
係
は
、
全
国
の
傾
向
と
は
大
き
く
乖
離

し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
し
、
一
九
三
〇
年
代
以
降
の
国
内
鉄
鋼
業
は
日
本

製
鉄
、
民
間
製
鉄
所
共
に
北
部
九
州
以
外
で
も
設
備
の
拡
充
が
推
進
さ
れ
、
八
幡
製

鉄
所
以
外
の
比
重
が
次
第
に
高
ま
る（
1（
（

。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
各
地
の
石
灰
石
の
需

給
の
あ
り
方
に
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か（
11
（

。
戦
間
期
以
降
の
「
共
存
共
栄
」

的
な
需
給
関
係
の
変
化
や
他
地
域
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注
（
1
）  

日
本
セ
メ
ン
ト
『
七
十
年
史　

本
編
』
日
本
セ
メ
ン
ト
、
一
九
五
五
年
、
日
本
経
営

史
研
究
所
編
『
小
野
田
セ
メ
ン
ト
百
年
史
』
小
野
田
セ
メ
ン
ト
、
一
九
八
一
年
な
ど
を

参
照
し
た
。

（
（
）  

「
―
座
談
会
―
石
灰
石
鉱
業
の
発
展
の
回
顧
と
今
後
の
問
題
点
に
つ
い
て
」『
石

灰
石
』
一
〇
四
号
、
一
九
六
六
年
。

（
（
）  
飯
田
賢
一
・
大
橋
周
治
・
黒
岩
俊
郎
編
『
現
代
日
本
産
業
発
達
史
Ⅳ　

鉄
鋼
』
交
詢

社
出
版
局
、
一
九
六
九
、
二
一
六
頁
。

（
（
）  

熊
倉
一
見
「
近
世
以
降
に
お
け
る
わ
が
国
の
石
灰
工
業
―
石
灰
の
産
業
考
古
学
的

研
究
―
」
前
田
清
志
・
玉
川
寛
治
編
『
日
本
の
産
業
遺
産
Ⅱ　

―
産
業
考
古
学
研
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究
』
玉
川
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
（
）  
山
中
進
『
熊
本
の
地
域
産
業
』
成
文
堂
、
二
〇
一
三
年
・
山
本
訓
志
「
明
治
時
代
前

期
に
お
け
る
栃
木
県
石
灰
産
業
の
一
側
面
」『
栃
木
県
立
文
書
館
研
究
紀
要
』
一
三
号
、

二
〇
〇
九
年
・「
野
州
石
灰
焼
成
窯
の
変
遷
」『
栃
木
県
立
文
書
館
研
究
紀
要
』
一
四
号
、

二
〇
一
〇
年
・
山
本
訓
志
「
内
国
勧
業
博
覧
会
の
分
析
結
果
に
見
る
明
治
後
半
の
野
州

石
灰
」『
栃
木
県
立
文
書
館
研
究
紀
要
』
一
五
号
、
二
〇
一
一
年
・「
ド
ロ
マ
イ
ト
発
見

期
に
お
け
る
野
州
石
灰
の
動
向
」『
栃
木
県
立
文
書
館
研
究
紀
要
』
一
六
号
、
二
〇
一
二

年
・「
大
正
時
代
に
お
け
る
農
業
用
野
州
石
灰
の
状
況
」『
栃
木
県
立
文
書
館
研
究
紀
要
』

一
七
号
、
二
〇
一
三
年
な
ど
。

（
（
）  

石
灰
石
鉱
業
協
会
発
行
の
業
界
誌
『
石
灰
石
』
の
分
析
に
よ
っ
て
戦
後
石
灰
石
鉱
業

史
に
関
し
検
討
を
行
っ
た
島
西
智
輝
氏
の
研
究
ノ
ー
ト
（「
戦
後
石
灰
石
鉱
業
史
―
業

界
誌
『
石
灰
石
』
を
中
心
と
し
て
―
」『
三
田
商
学
研
究
』
四
七
巻
四
号
、
二
〇
〇
四

年
）
は
、
体
系
的
な
研
究
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
石
灰
石
鉱
業
を
対
象
と
し
た

点
で
注
目
す
べ
き
研
究
で
あ
る
が
、
戦
前
期
に
関
し
て
は
あ
く
ま
で
前
史
と
し
て
概
説

に
留
ま
る
。

（
（
）  

近
世
期
か
ら
の
主
要
産
地
と
し
て
は
、
栃
木
葛
生
（
野
州
灰
）・
東
京
奥
多
摩
（
八
王

子
灰
）・
岐
阜
赤
坂
（
美
濃
灰
）・
滋
賀
（
近
江
灰
）・
高
知
（
土
佐
灰
）・
大
分
津
久
見

（
豊
後
灰
）
な
ど
が
代
表
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

（
（
）  

渡
邉
恵
一
『
浅
野
セ
メ
ン
ト
の
物
流
史
―
近
代
日
本
の
産
業
発
展
と
輸
送
―
』

立
教
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
。
特
に
、
第
三
章
「
青
梅
鉄
道
の
経
営
と
浅
野
セ
メ

ン
ト
」・
第
六
章
「
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
お
け
る
浅
野
セ
メ
ン
ト
の
原
料
調
達
戦
略
」

（
（
）  

高
村
直
助
「
渡
邉
恵
一
著
『
浅
野
セ
メ
ン
ト
の
物
流
史
―
近
代
日
本
の
産
業
発
展

と
輸
送
―
』」『
歴
史
と
経
済
』
第
四
九
巻
二
号
、
二
〇
〇
七
年
。

（
10
）  

重
量
あ
た
り
の
単
価
が
安
く
、
運
賃
負
担
力
が
小
さ
い
た
め
輸
送
距
離
が
短
い
。（
前

掲
『
浅
野
セ
メ
ン
ト
の
物
流
史
―
近
代
日
本
の
産
業
発
展
と
輸
送
―
』
五
頁
）。

（
11
）  

拙
稿
「
一
九
三
〇
年
代
国
有
鉄
道
網
に
お
け
る
石
灰
石
輸
送
―
運
賃
特
定
割
戻
の

適
用
事
例
に
み
る
そ
の
諸
相
―
」『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
―
石
炭
を
中
心
と
し
て

―
』
三
二
号
、
二
〇
一
七
年
。

（
1（
）  

九
産
鉄
は
、
麻
生
太
吉
・
田
中
徳
次
郎
・
中
村
武
文
ら
福
岡
近
隣
の
資
本
家
の
共
同

出
資
に
よ
り
一
九
一
九
年
に
田
川
郡
後
藤
寺
町
と
嘉
穂
郡
飯
塚
町
と
を
結
ぶ
鉄
道
敷
設

を
目
的
と
し
て
開
業
し
た
地
方
鉄
道
会
社
で
あ
り
、
ま
た
兼
業
と
し
て
石
灰
石
採
掘
・

加
工
・
販
売
を
目
的
と
し
て
い
た
。
同
社
は
一
九
二
二
年
二
月
に
起
行
～
船
尾
間
の
鉄

道
開
通
を
み
た
が
不
振
に
陥
り
、
そ
の
再
建
の
た
め
一
〇
月
に
麻
生
太
吉
が
社
長
に
就

任
し
、
そ
の
後
の
再
建
に
よ
り
一
九
二
六
年
に
は
船
尾
～
赤
坂
間
が
開
通
、
一
九
二
九

年
に
関
係
会
社
の
金
宮
鉄
道
を
買
収
し
、
同
時
に
石
灰
事
業
を
九
州
産
業
と
し
て
分
社

化
し
た
。
そ
の
後
一
九
三
三
年
九
月
に
セ
メ
ン
ト
事
業
へ
と
参
入
し
産
業
セ
メ
ン
ト
鉄

道
と
社
名
を
変
更
し
た
（
拙
稿
「
九
州
産
業
鉄
道
の
設
立
と
事
業
概
要
」『
麻
生
太
吉
日

記
』
第
四
巻
、
麻
生
太
吉
日
記
編
纂
委
員
会
、
九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
）。
本

稿
で
は
、
一
九
二
九
年
の
分
社
化
後
、
お
よ
び
一
九
三
三
年
の
再
合
併
と
社
名
変
更
後

も
便
宜
上
一
括
し
て
九
産
鉄
と
表
記
す
る
。

（
1（
）  

『
日
本
財
閥
経
営
史　

地
方
財
閥
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
八
五
年
。

（
1（
）  

「
八
幡
製
鐵
所
に
お
け
る
筑
豊
地
方
か
ら
の
原
材
料
調
達
と
筑
豊
鉱
業
主
―
石
炭
、

石
灰
石
の
供
給
に
お
け
る
麻
生
太
吉
」
長
野
暹
編
『
八
幡
製
鐡
所
史
の
研
究
』
日
本
経

済
評
論
社
、
二
〇
〇
三
年
、
お
よ
び
『
筑
豊
鉱
業
主
麻
生
太
吉
の
企
業
家
史
』
裏
山
書

房
、
二
〇
一
〇
年
。
特
に
、
第
三
章
第
四
節
「
筑
豊
石
炭
業
黄
金
期
の
企
業
者
活
動
（
明

治
末
～
大
正
中
期
）」、
第
三
章
第
五
節
第
一
項
「
石
炭
の
枯
渇
を
見
据
え
た
株
式
所
有

と
企
業
者
活
動
―
石
灰
石
関
連
企
業
―
」。

（
1（
）  
斎
藤
秀
郎
「
戦
後
二
〇
年
を
顧
み
て
」『
石
灰
石
』
一
〇
四
号
、
一
九
六
六
年
。

（
1（
）  
詳
細
は
拙
稿
「
九
州
産
業
鉄
道
の
設
立
と
事
業
概
要
」
を
参
照
。

（
1（
）  

北
九
州
産
業
技
術
保
存
継
承
セ
ン
タ
ー
編
『
北
九
州
市
産
業
技
術
史
調
査
研
究　

北

九
州
に
お
け
る
セ
メ
ン
ト
産
業
の
歴
史
と
発
展
』
北
九
州
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ

リ
ー
、
二
〇
一
二
年
。
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（
1（
）  

鉄
鋼
業
に
お
い
て
は
、
石
灰
石
は
造
滓
材
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

（
1（
）  
ア
ン
モ
ニ
ア
法
は
そ
の
工
程
上
ア
ン
モ
ニ
ア
吸
収
に
生
石
灰
が
、
炭
酸
化
工
程
に
炭

酸
ガ
ス
が
必
要
と
な
り
、
両
者
は
石
灰
石
の
煆
焼
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
。

（
（0
）  

小
島
恒
久
「
八
幡
製
鉄
所
と
北
九
州
工
業
地
帯
の
発
展
」（
同
編
著
『
九
州
に
お
け
る

近
代
産
業
の
発
展
』
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
、
一
五
九－

二
一
七
頁
）
お
よ

び
藤
井
信
幸
「
北
九
州
工
業
地
帯
の
形
成
と
八
幡
製
鉄
所
」（
福
岡
県
史
編
纂
委
員
会

『
福
岡
県
史　

通
史
編
近
代　

産
業
経
済
（
二
）』
福
岡
県
、
二
〇
〇
〇
年
、
五
八
五－

六
五
九
頁
）、
鈴
木
恒
夫
「
化
学
工
業
の
発
展
と
そ
の
特
徴
」（
前
掲
『
福
岡
県
史　

通

史
編
近
代　

産
業
経
済
（
二
）』
六
六
一
～
七
三
四
頁
）。

（
（1
）  

堀
切
善
雄
『
日
本
鉄
鋼
業
史
研
究
―
鉄
鋼
生
産
構
造
の
分
析
を
中
心
と
し
て
―
』

早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
八
七
年
、
四
〇
頁
。

（
（（
）  

長
島
修
『
官
営
八
幡
製
鐵
所
論
―
国
家
資
本
の
経
営
史
―
』
日
本
経
済
評
論
社
、

二
〇
一
二
年
、
五
九
六－

六
〇
一
頁
。

（
（（
）  

前
掲
『
日
本
鉄
鋼
業
史
研
究
』
三
一
頁
。

（
（（
）  

日
鉄
鉱
業
株
式
会
社
『
四
十
年
史
』
日
鉄
鉱
業
株
式
会
社
、
一
九
七
九
年
、
七
頁
。

（
（（
）  

戦
前
期
の
津
久
見
で
の
石
灰
石
山
開
発
に
つ
い
て
日
鉄
鉱
業
の
社
史
は
以
下
の
よ
う

に
記
述
し
て
い
る
。「
八
幡
製
鉄
所
向
け
に
し
ば
し
ば
開
発
を
企
図
し
な
が
ら
も
、
結
局

は
、
陽
の
目
を
み
な
か
っ
た
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
資
料
が
極
め
て
乏
し
い

の
で
に
わ
か
に
は
断
定
し
難
い
も
の
が
あ
る
が
、
当
時
、
同
製
鉄
所
用
石
灰
石
と
し
て

は
、
至
近
の
船
尾
地
区
で
満
た
し
得
た
の
で
、
重
要
石
灰
石
山
の
重
点
稼
行
と
い
う
当

時
の
施
策
と
、
同
山
自
体
の
山
元
よ
り
の
搬
送
に
問
題
が
予
測
さ
れ
た
こ
と
が
、
そ
の

要
因
の
よ
う
で
あ
る
。」（
前
掲
『
四
十
年
史
』
一
八
六
頁
）。

（
（（
）  

田
川
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
田
川
市
史
』
中
巻
、
田
川
市
役
所
、
一
九
七
六
年
、
六

七
七
頁
。

（
（（
）  

「
船
尾
停
車
場
一
部
変
更
承
認
願
」（『
鉄
道
省
文
書　

産
業
セ
メ
ン
ト
鉄
道
（
元
九
州

産
業
鉄
道
）
巻
二
』
以
下
『
九
州
産
業
鉄
道
』
巻
二
と
略
、
鉄
道
博
物
館
所
蔵
）。

（
（（
）  

「
船
尾
停
車
場
側
線
延
長
工
事
認
可
申
請
書
」（『
九
州
産
業
鉄
道
』
巻
二
）。

（
（（
）  

前
掲
『
七
十
年
史　

本
編
』
七
九
頁
。

（
（0
）  

浅
野
セ
メ
ン
ト
『
浅
野
セ
メ
ン
ト
沿
革
史
』
浅
野
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社
、
一
九
四
〇

年
、
三
三
六
、
三
三
七
頁
、
日
本
セ
メ
ン
ト
『
七
十
年
史　

本
編
』
八
〇
頁
。

（
（1
）  

恒
見
採
掘
場
は
一
九
二
八
年
三
月
限
り
で
廃
止
と
な
り
、
翌
年
九
月
に
同
地
貯
蔵
の

石
灰
石
が
尽
き
た
こ
と
に
よ
り
門
司
工
場
の
石
灰
石
供
給
地
は
呼
野
・
苅
田
の
二
所
と

な
っ
た
（
前
掲
『
七
十
年
史　

本
編
』
五
二
六
頁
）。
ま
た
、
一
九
〇
〇
年
、
浅
野
は
門

司
半
島
青
浜
に
て
原
石
採
掘
場
の
開
発
を
企
図
し
た
が
成
功
せ
ず
間
も
な
く
廃
止
と
な
っ

て
い
る
（
前
掲
『
浅
野
セ
メ
ン
ト
沿
革
史
』
五
〇
二
頁
）。

（
（（
）  

前
掲
『
浅
野
セ
メ
ン
ト
沿
革
史
』
五
〇
二
頁
。

（
（（
）  

日
本
セ
メ
ン
ト
『
七
十
年
史　

本
編
』
五
二
八
頁
。

（
（（
）  

な
お
、
そ
の
後
の
セ
メ
ン
ト
業
向
け
販
売
と
し
て
は
、
一
九
二
七
年
上
期
に
豊
国
セ

メ
ン
ト
苅
田
工
場
へ
二
、二
五
〇
ト
ン
、
一
九
三
三
年
上
期
に
浅
野
セ
メ
ン
ト
へ
二
、三

七
九
ト
ン
の
出
荷
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
販
売
は
半
期
以
上
継
続
し
て
い
な

い
。
ま
た
、
八
幡
製
鉄
所
と
旭
硝
子
へ
の
販
売
量
増
加
に
よ
り
、
九
産
鉄
の
石
灰
石
総

出
荷
ト
ン
数
に
占
め
る
セ
メ
ン
ト
業
向
け
の
比
率
は
約
一
％
と
微
々
た
る
も
の
で
、
一

九
二
三
年
上
期
の
三
三
％
、
下
期
の
二
三
％
と
比
較
し
大
幅
に
低
下
し
て
い
る
。
セ
メ

ン
ト
業
向
け
販
売
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
は
九
産
鉄
に
お
い
て
重
要
性
を
低
下
さ
せ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
（（
）  

『
社
史　

旭
硝
子
株
式
会
社
』
旭
硝
子
、
一
九
六
七
年
、
六
五
七
頁
。

（
（（
）  

旭
硝
子
向
け
の
出
荷
量
は
、
史
料
上
の
制
約
に
よ
り
一
九
二
四
、
一
九
二
五
年
分
の

数
量
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
営
業
報
告
書
か
ら
確
認
可
能
な
そ
の
期
間
に
お
け
る
出

荷
総
量
か
ら
八
幡
製
鉄
所
向
け
出
荷
量
を
差
し
引
い
た
数
量
か
ら
、
数
千
ト
ン
程
度
の

出
荷
を
維
持
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

（
（（
）  

鈴
木
恒
夫
「
九
州
に
お
け
る
化
学
産
業
の
発
展
」（
前
掲
『
九
州
に
お
け
る
近
代
産
業

の
発
展
』
二
四
九
頁
）。



― 1（ ―

（
（（
）  
例
え
ば
、
大
分
県
津
久
見
か
ら
の
石
灰
石
の
船
賃
は
、
九
産
鉄
の
運
賃
の
四
割
程
度

で
あ
っ
た
。（
裏
地
正
生
「
九
州
産
業
株
式
会
社
に
お
け
る
石
灰
石
の
採
掘
と
其
用
途
に

就
て
」『
九
州
鉱
山
学
会
誌
』
三
巻
五
号
、
一
九
三
二
年
）。

（
（（
）  

『
改
訂
増
補
日
本
曹
達
工
業
史
』
曹
達
晒
粉
同
業
会
、
一
九
三
八
年
、
三
九
五
頁
。

（
（0
）  

前
掲
『
社
史　

旭
硝
子
株
式
会
社
』
二
〇
六
頁
。

（
（1
）  

前
掲
「
九
州
産
業
株
式
会
社
に
お
け
る
石
灰
石
の
採
掘
と
其
用
途
に
就
て
」。

（
（（
）  

例
え
ば
、
一
九
三
二
年
の
旭
硝
子
向
け
輸
送
は
一
ト
ン
あ
た
り
〇
・
七
二
円
の
割
引

が
行
わ
れ
て
い
た
。（
拙
稿
「
一
九
三
〇
年
代
国
有
鉄
道
網
に
お
け
る
石
灰
石
輸
送
―

運
賃
特
定
割
戻
の
適
用
事
例
に
み
る
そ
の
諸
相
―
」）。

（
（（
）  

『
沿
革
史　

九
州
産
業
鉄
道
』
九
州
産
業
鉄
道
、
一
九
三
二
年
、
二
頁
。

（
（（
）  

前
掲
『
沿
革
史　

九
州
産
業
鉄
道
』
五
頁
。

（
（（
）  

前
掲
『
沿
革
史　

九
州
産
業
鉄
道
』
一
二
頁
。
な
お
、
九
産
鉄
の
後
身
と
な
る
産
業

セ
メ
ン
ト
鉄
道
設
立
時
（
一
九
三
四
年
）
の
主
用
設
備
は
、
上
部
採
石
場
：
ジ
ャ
イ
レ

ト
リ
ク
ラ
ッ
シ
ャ
三
七
ｋ
Ｗ
二
台
、
ト
ロ
ン
メ
ル
二
台
の
月
産
一
万
五
千
ト
ン
、
中
部

採
石
場
：
ジ
ャ
イ
レ
ト
リ
ク
ラ
ッ
シ
ャ
七
五
ｋ
Ｗ
一
台
、
三
七
ｋ
Ｗ
二
台
、
ト
ロ
ン
メ

ル
三
台
の
月
産
約
五
万
ト
ン
と
な
っ
て
い
た
。（
石
灰
石
鉱
業
協
会
「
選
鉱
特
集
号
」『
石

灰
石
』
一
三
六
号
、
一
九
七
二
年
、
七
七
頁
）。

（
（（
）  

拙
稿
「
一
九
三
〇
年
代
国
有
鉄
道
網
に
お
け
る
石
灰
石
輸
送
―
運
賃
特
定
割
戻
の

適
用
事
例
に
み
る
そ
の
諸
相
―
」。

（
（（
）  

前
掲
『
筑
豊
鉱
業
主
麻
生
太
吉
の
企
業
家
史
』
八
四
五－

八
五
〇
頁
。

（
（（
）  

各
期
『
営
業
報
告
書
』。

（
（（
）  

「
時
局
の
波
に
乗
つ
て
石
灰
石
の
動
き
活
発
」『
大
分
新
聞
』
一
九
三
八
年
三
月
一
三

日
。

（
（0
）  

前
掲
『
九
州
に
お
け
る
近
代
産
業
の
発
展
』
一
九
七
頁
お
よ
び
前
掲
『
改
訂
増
補
日

本
曹
達
工
業
史
』
三
八
九
頁
。

（
（1
）  

前
掲
『
九
州
に
お
け
る
近
代
産
業
の
発
展
』
二
一
三－

二
一
七
頁
。

（
（（
）  

例
え
ば
、
こ
の
時
期
以
降
土
佐
石
灰
工
業
、
浅
野
セ
メ
ン
ト
峨
朗
・
奥
多
摩
工
業
・

船
尾
鉱
業
な
ど
、
鉄
鋼
業
と
セ
メ
ン
ト
業
が
石
灰
石
の
調
達
を
連
携
し
て
行
う
事
例
が

各
地
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。


